海外実習報告書 Pioneer memorial hospital & health services（アメリカ） by 植木 愛
２０１２年５月２１日から２０１２年６月１９日にかけて，６年生のアドバンスの一環としてアメリカサウスダコタ州の





























































３０万人ほど）から車で約４５分ほど離れたところにある Viborg という町の Pioneer memorial hospital &
health services というところでした。
この地域周辺の医療の中核地域はスーフォールズであり，スーフォールズにはサウスダコタ大学医学部付
属病院ならびにもうひとつ大きな病院がありました。Viborg の clinic や hospital で対応できない救急患者
や高度医療を要する患者はこちらの病院に送られ，この病院でも診ることのできない患者さんはとなりの町
にある全米でもっとも有名とも言われている Mayo clinic で診てもらうとのことでした。
私たちが実習をさせてもらった pioneer memorial hospital & health services は clinic のほかに assisted
living（介助生活施設），nursing home,hospital,emergency department などを併せ持つ施設で Viborg なら
びにその周囲に散在する町の医療を担う施設でした。Viborg は車で１０分あれば全体をまわってしまえるく
らいの小さな町であり，その周辺に散在する町もだいたいそのくらいのサイズでした。主に実習をさせても




問題があるとまず Viborg clinic を訪れるというかんじでした。またどのくらいの人が住んでいたのかは
ちょっとわかりませんでしたが施設内の assisted living および nursing home にはかなり多くの人が住んで
おりましたが，その方々の健康管理も担っていたので assisted living や nursing home の往診も何度かあり
ました。
今回の実習では主に１週目は shadowing（指導医の先生にひたすらついて回ること），２週目には１週目
の内容に加え common disease の疾患概念やエビデンスに基づいた診断や治療の仕方についての学習，３週
目は実際に自分が先生の診察の前に患者さんに問診をとらせてもらい，それをまとめてプレゼンをする，４
週目にはさらにそれに鑑別診断・治療方針まで沿えてプレゼンをする，というように徐々に内容がステップ
アップしていくのを実感するような実習をさせていただけました。
実習中は医学英語の面では２年近く用意していた成果を少しは感じることができたし，萩原先生からも
「植木たちがしっかり準備をしてきていたから色んなことにチャレンジさせてあげられた。他の日本から来
る学生にここまではさせてあげられないかな」とのお言葉をいただくことができ，嬉しいこともありまし
た。一方，週を重ね実習が要求の高い内容になればなるほど自分の知識のなさや知識があってもそれを整理
できていないことを感じる場面が多くなり，問診・考察の内容をプレゼンにしてわかりやすく発表する能力
の必要性も痛感しました。また，英語に関してもリスニングや語彙力などでまだまだ努力が必要だとも感じ
ました。萩原先生に伺った話によると，アメリカの大学や病院で今まで日本人学生の実習を受け入れていた
ところでも，実習しに来た学生の準備不足で病院や患者さんに迷惑が及び日本人学生の受け入れを中止した
ところもあるそうです。自分が思っていようといなかろうと海外に実習に行けばその実習生は日本人の医学
生の代表として海外の人には見られるものだと思います。できる範囲での努力・準備はしっかりしてから行
かねばならないな，と感じました。
入口の看板 clinic および救急の入り口
とてもお世話になった萩原先生と ナースの皆さんにもよくしてもらいました
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今回のアドバンス海外実習の実現にあたり，実習を受け入れてくださった萩原先生，後押し・サポートし
てくださった山城先生，学生課の方々には本当にお世話になりました。この場を借りてお礼申し上げます。
ありがとうございました。
これから先，海外で実習したい，アドバンスを海外でやりたいと考えている方々にとって少しでも有用な
情報を提供できていれば幸いです。準備などは大変ですがそれ以上に得るものも多いと思うので，ぜひ多く
の人にアドバンス海外！にチャレンジして欲しいなぁと思っています。もし聞いてみたいことや私で力にな
れることがあれば，フェイスブックにもいますので（笑），いつでもメッセージいただければと思います。
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